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国産初期の硬質塩化ビニル管サンプル

所 在 地
愛知県東海市

アロン化成株式会社 ものづくりセンター

アロン化成株式会社

東亞合成化学工業

1951年

日本で初期に製造された硬質塩化ビニルパイプのサンプルである。硬質塩化
ビニルは軟質に比べ、成型加工が難しい。1951年9月13日、東亞合成化学工
業株式会社の名古屋工場で、イギリス製押し出し成型機で、イギリス人技師
の指導により初めて生産されたのが、日本の塩化ビニルパイプの始まりとい
われる。本資料は、それから間を置かず、生産されたもののサンプルとし
て、同社に保管されてきた。塩化ビニルパイプは、水道管などに広く使わ
れ、戦後の国民の生活と深くかかわりを持つようになった。

二－イ（国民生活の発展、新たな生活様式の創出に顕著な役割を果たしたもの）

公開

［写真1］国産初期の硬質塩化ビニル管サンプル

［写真2］

硬質塩化ビニル管の押し出しに成功した

時の記念写真（E･Gフィッシャー氏と）


